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証した後, 著者自身の考案にかかわる新しいモデルを提唱している｡ まず, 中性子照射した二酸化ウラン
分散黒鉛型核燃料の加熱浸出実験の結果から, 黒鉛内に反跳した非気体状核分裂生成物の逃散挙動は拡散















一般には結晶内の捕獲点のそれと同じく広範囲に連続的な値をとりかつ不均一に分布している と仮 定 し
て, 脱着速度をn次の不可逆反応速度式で表わし, 一般解を求めている｡ ついで, ヨウ素一黒鉛系および
バ リウムー黒鉛系の吸脱着実験を行ない, (1) ヨウ素は約450oC以上で黒鉛表面に化学吸着する, (2) 化学
吸着したヨウ素の脱着に対する活性化エネルギーは, 仮定したごとく不均一分布をな す, (3) バ リウムの
脱着も不均一分布の活性化エネルギーのもとで行なわれ,かつ約1000oC 以上では表面化合物をつくってさ
らに分解すると推測される, と結論している｡
第 4 章は黒鉛からの気体状核分裂生成物の逃散現象について, 133Ⅹe を対象して行なった実験に関する
記述である｡ 定速昇温加熱の実験からは, 逃散速度の温度依存性には数多 くのピークが見 られ, 昇温速度
の小さい場合は放出過程が逃散全過程を律速することを見出している｡ また, 定温加熱の実験からは, 加
熱の初期は逃散速度の速い迅速段階で続いて媛慢段階に入ることを明らかにしている｡ そして逃散速度の
実測値と著者の提唱したモデルによる計算値とを対比して, モデルがよく適合すると述べている｡
第5章は黒鉛からの非気体状核分裂生成物の逃散現象について, 131Ⅰ, 140Ba, 89Sr, 137Cs, 141Ce, 103Ru
および 95Zr-95N b に着目し, 定温加熱による逃散実験の結果を記述したものである｡ 実験結果の解析よ
り, (1) 131Ⅰの逃散挙動は 133Ⅹe のそれと極めてよく類似している, (2) 非気体状核分裂生成物の逃散挙動
は新しいモデルでかなりよく説明し得る, としている｡
第6章では, 黒鉛型核燃料の黒鉛に対する成分である二酸化ウランからの気体状核分裂生成物の逃散現
象が取り扱われている｡ 黒鉛の場合と同じく, 133Ⅹe の逃散を対象にして定速昇温加熱ならびに定温加熱






















(2) 従来のモデルに代る新しいモデルを提案し, これに基づいて逃散速度を解析して, 逃散現象を統一
的に表現することに成功した｡







なわれた研究結果を記述したものであって, 学術上, 実際上寄与する所が少なくない｡ よって本論文は工
学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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